
前
理
事
長
の
松
澤
員
子

先
生
よ
り
バ
ト
ン
を
託
さ

れ
、
こ
の
四
月
よ
り
理
事

長
の
責
任
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
非
力
で
は
あ
り
ま
す
が
他
の

理
事
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

母
校
へ
の
思
い
を
確
認
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
ル
ー
テ
ル
学
院
と
の
関
わ
り
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。
私
が
北
陸
の
古
都
・
金

沢
か
ら
三
鷹
の
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
に

学
士
編
入
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
四
月
。
そ

の
時
一
緒
に
三
年
に
編
入
し
た
の
は
、
立
山

忠
浩
（
J
E
L
C
牧
師
・
神
学
校
長
）、
山

田
浩
己
（
J
E
L
C
定
年
教
師
）、
野
原
健

治
（
現
興
望
館
理
事
長
）、
梅
田
與
四
男

（
現
日
本
基
督
教
団
牧
師
）
の
四
氏
。
以
来

私
は
二
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
め
て
神
大
で

三
年
、
神
学
校
で
三
年
、
足
か
け
六
年
を
三

鷹
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
伴
侶
と
出

会
っ
た
の
も
こ
こ
で
し
た
。
一
九
八
六
年
三

月
に
J
E
L
C
の
教
職
按
手
を
受
け
た
時

に
は
、
神
学
校
卒
業
生
は
私
一
人
。
当
時
の

西
教
区
長
・
小
泉
潤
牧
師
か
ら
は
「
あ
な
た

は
金
の
卵
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
能
力
が
あ

る
と
か
希
少
価
値
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

「
あ
な
た
に
は
一
億
円
か
か
っ
て
い
る
」
と

い
う
意
味
と
の
こ
と
。「
一
億
円
!
自
分
に

は
そ
ん
な
に
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
」

と
意
表
を
突
か
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
そ
れ

ほ
ど
多
く
の
祈
り
と
手
厚
い
支
援
が
こ
の
私

の
た
め
に
注
が
れ
て
い
た
こ
と
に
胸
が
熱
く

な
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
確
か
に

学
校
を
運
営
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
お
金
が
か

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に
大
切
な
こ
と

は
熱
い
祈
り
で
す
。
私
の
卒
業
の
前
後
に

は
、
松
岡
俊
一
郎
牧
師
が
一
九
八
四
年
、
松

本
義
宣
牧
師
が
一
九
八
八
年
に
や
は
り
一
人

だ
け
の
卒
業
生
で
し
た
か
ら
、
言
わ
ば
私
た

ち
三
人
は
「
金
の
卵
」
ト
リ
オ
で
す
ね
。

一
九
九
七
年
八
月
に
米
国
留
学
か
ら
戻
っ

た
私
は
む
さ
し
の
教
会
（
旧
神
学
校
教
会
）

に
着
任
。
そ
こ
で
十
八
年
八
ヶ
月
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
こ
は
一
九
五
八
年
に
鷺
ノ
宮
の

「
神
学
校
教
会
」
が
二
〇
〇
m
ほ
ど
東
の
地

に
移
転
し
て
改
名
し
た
教
会
で
し
た
。
献
堂

式
の
際
に
旧
神
学
校
か
ら
讃
美
歌
を
歌
い
な

が
ら
行
進
し
た
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現

在
そ
の
神
学
校
跡
は
白
鷺
ハ
イ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
一
九
九
九
年
春
か
ら

二
〇
一
六
年
春
ま
で
三
鷹
に
は
週
に
一
度
通

い
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
牧
会
学
、

C
P
E
、
キ
リ
ス
ト
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

担
当
し
ま
し
た
。

ル
ー
テ
ル
学
院
は
こ
れ
ま
で
、
熊
本
時
代

（
一
九
〇
九
‒
一
九
二
五
）、
鷺
宮
時
代

（
一
九
二
五
‒
一
九
六
九
）、
三
鷹
時
代

（
一
九
六
九
‒
現
在
）
と
一
一
三
年
に
わ
た
り
、

牧
師
だ
け
で
は
な
く
教
育
や
社
会
福
祉
、
臨

床
心
理
な
ど
の
分
野
で
働
き
人
を
社
会
へ
と

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
常

に
皆
さ
ま
か
ら
の
熱
い
祈
り
と
献
金
が
あ
り

ま
し
た
。
後
援
会
や
卒
業
生
、
保
護
者
の
皆

さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。少

子
化
の
時
代
を
迎
え
て
厳
し
い
課
題
も

抱
え
て
い
ま
す
。
神
の
御
心
の
実
現
と
祝
福

と
を
祈
り
求
め
な
が
ら
、
教
職
員
一
同
と
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
お
支

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
（
土
）
後
援
会
の
総
会
と

し
て
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
全
国
世
話
人

代
表
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
出
席
者
三
十
八
名
）

コ
ロ
ナ
禍
前
は
全
国
か
ら
世
話
人
代
表
の

方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
に
続
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
や
募
金
目
標
額

二
、五
〇
〇
万
円
承
認
、
二
〇
二
一
年
度
の

決
算
報
告
、
三
名
の
学
生
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

終
了
後
は
希
望
者
の
み
で
約
一
時
間
ほ
ど

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
著

書
を
用
い
た
ア
ピ
ー
ル
や
、
手
作
り
の
献
金

箱
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
世
話
人
会
や
バ
ザ
ー

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
ル
ー
テ
ル
学
院

を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
報
告
を
直
接

お
聞
き
し
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
十
六
日
（
土
）
は
こ
ち
ら
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
「
首
都
圏
世
話
人
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
出
席
者
三
十
四
名
）
例
年
は
「
一

日
神
学
校
」
の
情
報
共
有
の
た
め
に
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
趣
向
を
変
え
て
、

後
援
会
の
大
切
な
作
戦
会
議
と
し
て
毎
月
開

か
れ
て
い
る
「
推
進
委
員
会
」
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
後
援
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
企
画
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
、
後
援
会
や
学
校
か
ら
の
活
動
報

告
に
続
い
て
、
石
居
学
長
よ
り
ル
ー
テ
ル
学

院
の
変
遷
と
二
〇
二
三
年
度
の
教
学
改
革
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
後
半
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
一
日
神
学
校
」
の
説
明
の
後
に
小
グ

ル
ー
プ
で
の
意
見

交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

画
面
越
し
と
は
い

え
、
皆
さ
ん
に
お
会

い
し
、
直
接
お
話
を

伺
っ
て
私
た
ち
も
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
後
援
会
事
務
局
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
こ
の
よ
う
な
素
敵

な
執
筆
の
機
会
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
簡
単
で
す
が
、
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
私
は
二
〇
一
九
年
に
三
年
次

編
入
し
、
二
年
間
臨
床
心
理
コ
ー
ス
に
在
籍

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
公
認
心
理
師
実
務

従
事
者
と
し
て
札
幌
の
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
発
達
障
害
者
の
就
業
支
援
と
精
神
疾
患
の

方
の
復
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
で
過
ご
し
た
日
々
を

振
り
返
っ
て
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
備
が
整
っ
て
お

り
、
障
が
い
者
へ
の
配
慮
が
行
き
届
い
て
い

た
こ
と
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自
動
ド
ア

な
ど
の
環
境
的
な
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、
聴
覚

障
害
の
方
に
対
し
て
、
P
C
字
幕
を
使
っ

て
授
業
内
容
を
追
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

学
生
達
が
協
力
し
て
学
び
を
支
え
る
仕
組
み

が
整
っ
て
い
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
学
び
、
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
さ
れ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
、
私
自
身
も
よ
り
困
っ
て
い
る
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。
人
は
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
誰
か
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
し
、
私
が
ル
ー
テ
ル
か
ら

与
え
ら
れ
た
サ
ポ
ー
ト
と
愛
の
あ
る
配
慮
は

と
て
も
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
ル
ー
テ
ル

の
学
生
達
の
学
び
の
た
め
に
こ
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
今
回
の
執
筆
を
き
っ
か
け
に
知

り
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ル
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
人
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
た
学
生
生
活
と

夢
へ
の
歩
み
を
真
摯
に
進
め
ら
れ
る
の
は
、

後
援
会
の
皆
様
か
ら
の
日
ご
ろ
の
ご
支
援
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
後
輩
た
ち
の
学
び
を

共
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
金
の
卵
」
学
校
法
人 

ル
ー
テ
ル
学
院 

理
事
長　

大
柴
　
譲
治

全
国
世
話
人
代
表
会

�

首
都
圏
世
話
人
会

オンライン
一日神学校
テーマ：心と福祉と魂と
9月23日（金 ･祝）

9：00〜

プ ロ グ ラ ム
■YouTube ライブ配信（申込不要）
9：00 〜	　開会礼拝
9：30 〜	　シンポジウム
「ルーテルのミッション〜心と福祉と魂と」
� 市川一宏 教授
� ジェームス ･サック 教授
� 金子和夫 教授
11：00 〜　キャンパス探訪〜学長と共に

■YouTube オンデマンド配信（申込不要）
11：30 〜　�3 つの講義の録画映像を配信

します。（11月末まで視聴可能）
・「パンデミックと礼拝〜神との出会い」
� 平岡仁子 講師
・「難民・移民の生活課題と支援」
� 原島博 教授
・「人を愛するためのセルフケア」
� 高城絵里子 准教授

� 視聴用サイトはこちら⇒
注）	ライブ配信以外の動画は、
	 当日の 11：30 より視聴可能です。

読み終えた本で寄付ができます。

①	本をダンボール・紙袋に詰めます。
	 ・ �2010 年以降に発行された本が対象

です。
	 ・ �1 回につき段ボール箱 3 箱まで、

5 冊以上で送料無料になります。

②	ホームページからお申込みください。
	 https://www.luther.ac.jp/

college/donation/charibon.
html

③	宅配便業者がご自宅にて集荷します。
	 送り状は集荷スタッフがお持ちします。

④	買取相当額がルーテル学院に寄付
されます。

この機会にぜひご活用ください !

オ
ン
ラ
イ
ン

ル
ー
テ
ル
か
ら
与
え
ら
れ
た
サ
ポ
ー
ト

臨
床
心
理
コ
ー
ス
卒
業　

松
本
　
都
由
季

後援会の推進委員が各地へ出向いて、交流を深めます。
・ 10月 16 日㈰	 尾張・岐阜地区世話人会
� （名古屋めぐみ教会）
・ 10月 29 日㈯・30 日㈰
	 熊本地区世話人会 ･ 宗教改革記念
	 合同行事（健軍教会 / 九州学院）
・ 11月 26 日㈯・27 日㈰
	 「神学校を覚える夕べ in ふくおか」･

福岡地区宣教委員会講演会（博多教会）
・ 日時未定	 東静・駿遠地区世話人会（静岡教会）
※コロナの感染状況によっては中止となる場合があります。

秋の行事予定・────────

古本募金「チャリボン」
査定額10％アップキャンペーン
2022年9月1日～10月1日
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